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第１回、第２回の議事録から読み取れるご意見

• 球磨川流域の約８割は山であり、山はほぼすべて森林に
覆われている。

• 大雨時に川に流れてくる洪水、土砂、流木は、山から流
れ出てくる。

• 過去50年間を振り返ると今は山が荒れている。
1. 拡大造林による人工林の増加

2. 間伐の遅れ

3. 渓岸の侵食

4. 全伐（皆伐）の増加、再造林の遅れ、高性能林業機械（車両
系）による集材

5. シカの食害

• 治山治水という言葉があるように、治水を議論するなら、

川だけを検討するのではなく、山も一緒に検討する必要

がある。



球磨川流域の約
８割は森林
その2/3は人工林

大雨時に川に流れてく
る洪水、土砂、流木は、
山から流れ出てくる
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１．拡大造林による人工林の増加

国交省が定義する球磨川の流
域面積は1,880km2

八代市、芦北町、人吉市、錦町、
あさぎり町、多良木町には流域
外が含まれる
伊佐市、えびの市の球磨川流域
は対象に含めない

熊本県林業統計要覧データをもとに蔵治作成

球磨川流域の森林の
約７割は「私有林」



（流域市町村別）人工林率の変化

蔵治（2022）を2022年度までのデータに更新

芦北町
湯前町 0.76

山江村 0.58

全国平均 0.41
県平均 0.61



82％

（熊本県）民有林人工林の林齢の偏り

熊本県森林整備課資料



２．間伐の遅れ

44年間の熊本県林業統計要覧データより蔵治作成

湯前町

相良村

八代市

芦北町



人吉球磨の民有林除間伐面積の変化

蔵治（2022）を2022年度までのデータに更新



球磨、八代、芦北管内の林業従事者数の変化

熊本県林業統計要覧掲載データ（元データは国勢調査）

２００５年調査まで「複
合サービス業」として
集計されていた森林
組合の職員の一部が、
２０１０年以降調査で
は「農業・林業」として
集計されていること等
によりデータが不連続
となっている



間伐遅れ人工林内で何が起きるか

下草がある森 下草がない森

太田猛彦（1996）「水と土をはぐくむ森」 文研出版



行徳川流域 2021.3.3

放置人工林内の表面侵食間伐遅れ人工林内で地表面流発生



太田猛彦（1996）「水と土をはぐくむ森」 文研出版
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土壌の流亡



適正に間伐された下層植生のある人工林

南稜高校小馬床演習林



渓流沿い過密人工林の流出

楮木川 2021.2.28

３．渓岸の侵食



災害前 災害後

渓岸の侵食



渓岸人工林の流亡

あさぎり町井口川上流 202３.６.2



４ー１．全伐（皆伐）の増加、再造林の遅れ

林野庁「森林資源の現況」２０２２.3.31をもとに蔵治作成



2000～2021年の変化（メリーランド大学GLAD、30m）



2000～2021年の変化（メリーランド大学GLAD、30m）



（熊本県）人工林の皆伐と再造林の面積

熊本県森林整備課資料



（熊本県）人工林の将来の方向性

熊本県森林整備課資料
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４ー２．高性能林業機械（車両系）による集材



2019年5月
八代市市ノ俣 2019年5月



2020年12月
八代市市ノ俣 2020年12月







林野庁(2023)森林の根系による表層崩壊防止機能について

林齢と崩壊面積率の比の関係



人工林の林齢と崩壊地面積

流木災害等に対する治山対策検討チーム 中間とりまとめ

2017年九州北部豪雨



樹木・切り株の根系の崩壊防止機能





５．シカの食害









• 明治政府は財源確保のため、地租改正(1873)・官民有

区分(1876)」により森林に所有権を設定した

• 明治政府は水害に対処するため、治山治水の概念やデ

レーケ等の助言を踏まえ「河川法(1896)・砂防法

(1897)・森林法(1897)」（治水三法）を制定し、現在

に至る

• 河川は流域から切り離され、水系として管理された

• 森林に私権を制限する「保安林」を設け、治山事業を

推進してきた

• 2021年 流域治水関連法改正（治水と流域の結合へ）

• 流域治水の観点からは、治水のための森林管理は「国

有・公有・私有」「人工林・天然林」「保安林・普通

林」の区別なく流域の森林全体で行うべきもの

治山治水



球磨川流域の森林の未来に向けて

•前提にしなければならない制約
• 球磨川流域の森林の約７割は「私有林」

• 現行制度では、私有林の私権の制限は困難
• 保安林の伐採許可制度には、支流域ごとの規制がなく、抑止力
として機能していない

•市町村の役割
• 地方分権による権限委譲、広域合併により、市町村には、
民有林の森林管理に関わる多くの行政権限がある

• にもかかわらず、市町村で森林行政を担当する職員の数
や専門性が十分でない場合が多い

•森林環境譲与税
• 国民1人1000円、全国で約500億円の財源の9割が市町村
に配分

• 使途は市町村が決める



球磨川流域12市町村の森林環境譲与税（2023年度）

2023年度

12市町村合計

4億9672万円



球磨川流域の森林の未来に向けての提案

•提案１ 市町村森林ビジョンの策定

•提案２ （国有林を含む）流域濁水カルテ（綾
北川・本庄川流域濁水対策検討会）の拡充

•提案３ 架線系集材（タワーヤーダ）の普及

•提案４ 森林(の)認証の主流化を目指す「球磨
川流域の森と木の未来を考える会」の設立
• １年後のスタートを目指し、準備会を始める

• 2025年1月25日10:00～12:00 肥後銀行人吉支店2階
大会議室（オンライン無し）

• 2025年1月25日13:30～16:00 同じ会場で「森と木
のシンポジウム」開催（オンラインあり）



１．市町村森林ビジョンの策定



森林ビジョンづくりのポイント

•専門性が高いので、信頼できる森林の専門家
（県庁の専門職員、大学教員、森林総研の研究
者等）のアドバイスを受けつつ２年間くらいか
ける。
• 熊本県立大「地域共創流域治水プロジェクト」でも
請け負うことができます。

•ビジョンを作ることは手段。何のために作るの
か、ぶれない目的をはっきりさせる。

•業界の団体だけでなく、業界と無関係な住民や
企業にもビジョンづくりに参画してもらう。

•最大の敵は住民の無関心。住民が森づくりを
「自分ごと」と感じてもらえる手段を考える。



２．（国有林を含む）流域濁水カルテの拡充

熊本県森林整備課資料



多良木町
（球磨川
流域）

あさぎり町
（球磨川流域）

あさぎり町
（岩瀬川流域）

小林市
（岩瀬川流域）

西米良村

小林市
（綾北川流域）

湯前町

多良木町（綾北川流域）カルテ掲載箇所

熊本県森林整備課資料



•宮崎県
• 県土整備部 河川課、小林土木事務所、高岡土木事
務所、西都土木事務所西米良駐在所

• 環境森林部 自然環境課、森林経営課

• 農政水産部 中部農林振興局、西諸県農林振興局、
児湯農林振興局西米良駐在所

• 企業局 工務管理課

•林野庁九州森林管理局 宮崎森林管理署、熊本
南部森林管理署

•熊本県 県南広域本部球磨地域振興局

•宮崎県綾町、小林市、西米良村

•熊本県多良木町

綾北川・本庄川流域濁水対策検討会



国富町議会会議録（2023年3月7日）

•（町長）本庄川の濁水の発生及び長期化につき
ましては、関係機関によりますと、ダム上流域
の立木伐採による山肌がむき出しになる、いわ
ゆる裸地化に加え、台風などで大雨が降った際
に大規模な斜面崩壊等が生じた結果、ダムに大
量の土砂が流れ込むことが濁水長期化の要因と
考えられております。

•このため、宮崎県では、綾北川及び本庄川流域
の濁水対策を検討するため、令和３年１２月に
九州森林管理局、熊本県、宮崎県及び関係自治
体で構成する綾北川・本庄川流域濁水対策検討
会を立ち上げております。



•綾川あるいは本庄川の濁水を改善するには、上流域
の熊本県側の自治体の取り組みを強化してもらわな
ければいけないという、難しい問題を含んでいたと
いう経緯がございます。

•今回、令和３年に検討会が組織化されましたが、熊
本県側も宮崎県側も問題意識を共有し、また、九州
森林管理局も一緒になりまして今後取り組んでいく
という体制が整いましたので、私どもとしては今後
の推移を見守りたいと思います。

•しかし、先ほど申し上げましたように、濁水の原因
が、木を伐採した結果、山肌が見える状態になる、
いわゆる裸地化していることにあるということで、
これを以前のような状態に戻すにはかなりの時間が
必要という課題を抱えております。

国富町議会会議録（2023年3月7日）



熊本県森林整備課資料

カルテの例



熊本県森林整備課資料

カルテの例



架線集材
３．架線系集材（タワーヤーダ）
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架線系集材（タワーヤーダ）



４．森林(の)認証の主流化

SGEC Webサイト
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